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フランクさんがすばやい動きでナイフを繰り出してきた!ナイフはヘビのようにうねう
い345へ
ねと動き、ぼくの左腕を切り裂く〓(HPマイナス2
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「とにかく、いったんスカラビの街にもどるしかないよ、ネス」
ジェフの言葉に同意したぼくは、石像の元締めが守っていた部屋をグルリと見回した。と、
部屋のすみの床に、唯一柄の違うタイルがはめこまれていることに気付く。不思議に思って
タイルの上に乗ると、どこからか、ゴゴゴゴ……と、重苦しい音が聞こえた。
何事かと思案していたジェフは、ひらめいたように顔を上げる。
「さっきの、あの棺の部屋へ行ってみよう!
ぼくらは、意識のないプーをかつぎ、怪しい棺のあった部屋へと急いだ。すると-。
なんと、びくともしなかった棺が横にスライドしていて、もともと棺のあった場所に、大
きな穴がぽっかりと口を開けていた。
「隠し階段だったんだよ」ジェフが、満足げに穴のふちに立つ。
「よし、スカラビの街でプーを回復させたら、この先に進もう」
ぼくらは道を引き返して外へ出ると、テレポートでスカラビの街へともどった。〓149〓

